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高血圧治療の新たな選択肢
「腎デナベーション」導入のお知らせ
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高血圧は将来の脳卒中・心臓病・腎臓病·認知症の発症リスクを高める病気で、日本では1年間に17万人

が、高血圧が原因となる病気（脳卒中や心臓病）で死亡しています。目標の血圧レベルに達するために、多く

の高血圧患者では血圧を下げる薬が2種類以上必要ですがペ ー 方で、複数の降圧薬を使用しても目標血圧

に到達しない患者さんは少なくありません。

2026年3月に保険適用となった「腎デナベーション(Renal Denervati on: RON)」は、そのような患者さんに

対する新たな治療選択肢として注目されています。当院でも高血圧症専門外来を開設し、診療を開始します。

※出典：日本高血圧学会『高血圧の10のファクト～国民の皆さんへ～』日本高血圧学会公式ホ ームペー ジhttps://www.jpnsh.jp/10_facts.html

こんな患者さんはいませんか？

�3剤以上の降圧薬を服用しても血圧が高い（治療抵抗性高血圧（TRH) の患者さん）

セ副作用・飲み忘れなどで十分な薬物治療が継続できない

マ診察室血圧130/SOmmHg未満、家庭血圧125/75mmHg未満の降圧目標を
達成できていない※
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脳卒中・心不全など高リスク背景を有する

※出典：日本高血圧学会高血圧管理・治療ガイドライン委員会編『高血圧管理・治療ガイドライン2025』ライフサイエンス出版，2025

l 治療の流れ

診療体制

腎動脈周囲に存在する交感神経ヘカテーテルでアプロ ー チし、交感神経活動を抑制
することで血圧低下を目指すカテーテル治療です。生活習慣改善や 薬物療法 に続く
新たな高血圧治療として位置づけられています。
足の付け根などの血管からカテーテルを挿入し、腎動脈まで進めます。カテーテル先端
から高周波また は超音波エネルギーを照射し、腎動脈周囲の交感神経にアプロ ー チ
することで血圧低下を図ります。局所麻酔下で行い、治療時間はおよそ1時間です。

高血圧症専門外来をご予約
(10月 1 日より開始）

ラジオ波タイプ
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超音波タイプ

CMA」. 2023;195(43) :E14 75-E1480. doi: 10.1503/cmaj.2307 45.を参考に作成

しこ�ー
ー

脈動大

日本高血圧学会認定

高血圧専門医2名が在籍

当院には、日本高血圧学会認定高血圧
専門医2名が在籍しています。高血圧の
専門的評価を行い、腎デナベーション
の適応を検討します。

久和玉兒
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循環器内科副部長／
日本高血圧学会認定高血圧専門医

佐藤智英
循環器内科／
日本高血圧学会認定高血圧専門医
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診療診療曜日：水曜日午前／金曜日午前

循環器内科「高血圧症専門外来」で診療を行います。
血圧測定や生活習慣の確認に加え、必要に応じて
血液検査や尿検査、画像検査などを行い、高血圧
の原因や合併症の有無を詳しく評価します。

適応がある場合、

腎デナベーション施行

紹介元へ

「下がらない血圧」に、もう 一 つの治療選択肢を。

高血圧治療は、生活習慣の改善と薬物療法が基本です。しかし、複数の降圧薬を使用しても、十分な
血圧コントロ ー ルが得られない患者さんもいらっしゃいます。
当院で は、こうした治療抵抗性高血圧 に対する新たな治療選択肢として、腎デナベ ー ション
(RDN)を導入します。これまで培ってきた高血圧 診療とカテーテル治療の経験を活かし、患者さん
一人ひとりの病態を丁寧に評価したうえで、適切な治療につなげていきたいと考えています。
治療抵抗性高血圧が疑われる患者さんや、血圧管理に難渋さ れている患者さんがいらっしゃい
ましたら、適応評価も含めてお気軽にご相談ください。

佐藤智英 循環器内科／日本高血圧学会認定高血圧専門医
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